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ご挨拶

がんは高齢者に多く発症し、これからも罹患者、がん死とも増え続けることが
予想されます。その特徴は、加齢とともに身体機能、認知機能・情動（うつ）、
社会・経済の３つの側面において種々のレベルで障害があり、しかも個人差が
大きいことです。我々は暦年齢にとらわれず、次の3つのグループ、すなわち
非高齢者と同等の治療ができるきわめて元気な方（フィット）、全面介護が必
要でがん治療が困難な方（フレイル）、減弱した治療なら可能な脆弱な方（プ
レフレイル）に分け、適正な診療は何かについてこの3年間議論してまいりま
した。議論のなかで、非高齢者に比し高齢者は余命が短く、豊富な人生経験か
ら個々人の人生観、考え方、選好があり、また全生存期間の延長だけでなく健
康寿命の延伸を望む患者さんも多く、認知障害のある例では意思決定支援が必
要であることなど非高齢者では検討に上ることが少ない問題もあります。本シ
ンポジウムでは、これまでの議論をみなさんに聴いて頂き、高齢がん患者さん
のマネジメントについて一緒に討論し、我々の議論の方向について違和感、異
論がないかご意見を頂ければと思います。

福岡大学名誉教授

田村和夫先生
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１．シンポジウム概要

⚫ 日 時 ：2021年３月６日（土）13：30～15：30
⚫ 開催方法：オンライン（ZOOMミーティング）
⚫ 参加人数：１０３名
⚫ 参加費 ：無料

※パネルディスカッション登壇者：
一般社団法人全国がん患者団体連合会 天野慎介氏・櫻井公恵氏・松本陽子氏・桜井なおみ氏

3

高齢者のがん医療を考えよう
公開シンポジウム

心身機能が衰えてくる高齢がん患者の治療･･･元気な高齢がん患者であれば、非高齢者と
同等の標準治療を受け、がん治療のベネフィットを得ることができますが、全身状態の悪い
がん患者ではベネフィットを享受できない可能性があります。どういった方が、どこまでの
治療を受けるかを考える際には、医学的な情報だけではなく、社会や家庭環境など患者が歩
いてきた人生の背景や価値観なども考慮した検討が必要です。
そこで、本公開シンポジウムでは、先般検討された「プレフレイル高齢大腸がん患者の

ための臨床的提言」をもとに、提言にいたった背景や内容（ポイント）、そして、そこでの
課題などを学び、患者、家族とともに、これからの高齢者医療について議論したいと思いま
す。

※転載及び複製・再配布等厳禁
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２．プログラム

基調講演

テーマ：「高齢者のがん医療」

〜厚労科研研究事業、みなさんのWeb調査から学んだこと〜

演 者：福岡大学名誉教授 田村和夫先生

講演内容

がん対策推進総合研究事業の成果の紹介。
日本人は、寿命の延長と心身の若返り現象が起きており、一方で高齢者の個体差はますま
す拡大している中で、高齢がん患者の標準治療の確立の障害になっていたもの、現状の取
り組み、高齢者のがん医療を支える学問としての老年腫瘍学、がん医療に関するアンケー
ト調査とその現状をQ＆Aの形でまとめたこと、議論をする場としてのプラットフォーム
（高齢者がん医療協議会）、高齢者のがんを考える会などのご紹介と、高齢者のがん治療
が十分にできるかどうかの評価方法等について説明頂いた。

続いて、シンポジウム参加者への事前アンケートの結果の紹介、本シンポジウムの議論の
ポイント（総論・高齢者機能評価）などを説明頂いた。
事前アンケートでは、自由記載欄にも多くの参加者から記入があり、座長の桜井氏からも、
高齢がん患者にとって、身体への負担と治療効果、家族との意見の違いで悩まれている方
が多いのでは？という質問があり、田村先生から、がん種によってさまざまなケースが考
えられるが、しっかりと話し合うことが大切であり、基本的には本人の意向が重要といっ
た回答がなされた。

※転載及び複製・再配布等厳禁
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２．プログラム
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基調講演 「高齢者のがん医療」

福岡大学名誉教授 田村和夫先生
講演資料
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２．プログラム
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基調講演 「高齢者のがん医療」

福岡大学名誉教授 田村和夫先生
講演資料
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２．プログラム
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基調講演 「高齢者のがん医療」
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講演資料

資料⑬



２．プログラム
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基調講演 「高齢者のがん医療」

福岡大学名誉教授 田村和夫先生
講演資料
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２．プログラム
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基調講演 「高齢者のがん医療」
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２．プログラム
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基調講演 「高齢者のがん医療」
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２．プログラム
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基調講演 「高齢者のがん医療」

福岡大学名誉教授 田村和夫先生
講演資料
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２．プログラム

テーマ：「がん医療の目標と医療者の基本姿勢」

演 者：東京女子医科大学放射線腫瘍科教授

唐澤久美子先生

パネルディスカッション：一般社団法人全国がん患者団体連合会

櫻井公恵氏（モデレーター）天野慎介氏 松本陽子氏 桜井なおみ氏

医療の目的は「健康の増進を通じて受益者の人生を良いものにすること」。 医療のエン
ドポイントについて、臨床試験と患者個人の治療のプライマリーエンドポイントの違いや
健常成人と高齢者の考えの違いについて説明頂き、医療者はそのがん医療は誰のためのも
のか・何のためのものかを常に念頭に置いて、患者の考えを尊重しなくてはならないと説
明があった。また「物語と対話による医療」についての説明と、エビデンスによる圧政に
よる失敗例を紹介頂いた。

ディスカッションでは、「誰のための治療なのか」というテーマを中心に、高齢者の方
へのアプローチ方法や、ケアマネージャーなどの第三者の介入、キーパーソンの考えと
患者本人の考えの違いなどについて討論された。

講演内容

ディスカッションポイント

※転載及び複製・再配布等厳禁

ディスカッション①
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２．プログラム

ディスカッション① 講演資料
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「がん医療の目標と医療者の基本姿勢」

東京女子医科大学放射線腫瘍科教授

唐澤久美子先生
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２．プログラム
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ディスカッション① 講演資料
「がん医療の目標と医療者の基本姿勢」

東京女子医科大学放射線腫瘍科教授

唐澤久美子先生
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テーマ：「心身の機能と“適正な”がん診療」

演 者：福岡大学 名誉教授 田村和夫先生

指定発言：「認知症の方のがん治療」

国立がん研究センター東病院精神腫瘍科 小川朝生先生

パネルディスカッション：一般社団法人全国がん患者団体連合会

桜井なおみ氏（モデレーター）天野慎介氏 松本陽子氏 櫻井公恵氏

２．プログラム

ディスカッションポイント

2020年米国臨床腫瘍学会で発表のあった、高齢者機能評価（GA）とがん薬物療法や手術
療法に関する前向き割り付け臨床試験結果を基に、がん治療におけるGAの有用性を解説。
すなわち、GAに基づき介入すると副作用軽減、QOL改善、入院期間の減少といった良い
結果が得らえることが報告された。ただ、全国のがん診療連携拠点病院を中心とする施
設に対するアンケート調査によれば、GA実施率が極めて低く、その理由としてGAが周
知されていない現実、実施するスタッフ不足などの問題点について解説があった。
同アンケートで介護・福祉についても調査が行われ、介護認定を治療方針決定に利用し
ている施設があることから、介護認定の調査項目や介護サービスの内容に触れ、医療者
の介護・福祉制度の認識の改善が、すなわち地域包括ケアセンターや介護保険制度の周
知が必要である旨、説明があった。
次に、高齢がん患者の最適医療、認知障害の疑いがある場合の意思決定能力の把握とそ
の対応について提言があり、それを引き継いだ形で、指定発言として高齢者のがん診療
における意思決定支援に関して小川先生の講演があった。

講演内容

指定発言

高齢のがん患者の意思決定に関する小川先生の取り組みについて、認知症のスティグ
マや認知機能障害と認知症の診断は全く別のものであるという観点から、意思決定支
援の基本的な考え方や目標をわが国の現状と照らし合わせて報告された。そして、ど
のようにサポートし、どう実現させていくか、認知症の意思決定を支援する具体例な
どを交えて説明頂いた。

高齢者機能評価を周知させるにはどうすれば良いか。各医療職種間の情報共有と連携
や、システムの構築方法などを話し合った後、東病院と福岡大学病院の取り組みと現
状の話があり、研究が不足している現状や、主治医の意識の改革、患者会の役割につ
いても議論があった。

※転載及び複製・再配布等厳禁

ディスカッション②
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２．プログラム
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資料⑬



２．プログラム
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２．プログラム
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２．プログラム
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２．プログラム
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２．プログラム

7

9

11

8

10

※転載及び複製・再配布等厳禁

指定発言講演資料ディスカッション②
「認知症の方のがん治療」
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２．プログラム

テーマ：「高齢癌患者に対する手術について」

〜肝臓癌での検証〜

演 者：関西医科大学 外科 海堀昌樹先生

パネルディスカッション：一般社団法人全国がん患者団体連合会

天野慎介氏（モデレーター）松本陽子氏 櫻井公恵氏 桜井なおみ氏

ディスカッションポイント

講演内容

75歳以上の高齢者の肝細胞癌治療について、高齢者肝細胞癌の治療法の成績比較と
高齢者肝細胞癌と非高齢者肝細胞癌の手術成績の比較についての解説と今後の課題
について説明があった。続いて高齢者への積極的ながん治療で注意することについ
て挙げて頂き、高齢者総合的機能評価について説明があった。

高齢がん患者の治療による合併症への理解や、認知症への対応について討論された。
並存疾患の確認の重要性や、目の前の「がんの治療」だけに目がいってしまうが、
患者や家族に対してインフォームドコンセントだけでなく、広い視野で話をしてく
れる人や、ゆっくり話ができる環境の重要性についても討論された。海堀先生より
「歩いて病院に来た方が、元気に歩いて帰れることが重要。そのために高齢者機能
評価などを使って、適切な治療を選択できるように研究を続けているのが現状」と
話があった。

※転載及び複製・再配布等厳禁

ディスカッション③
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２．プログラム
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２．プログラム
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ディスカッション③ 講演資料 「高齢癌患者に対する手術について」
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２．プログラム
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ディスカッション③ 講演資料 「高齢癌患者に対する手術について」
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２．プログラム
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２．プログラム
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２．プログラム

総合討論

テーマ：「全体のまとめ」

演 者：福岡大学名誉教授 田村和夫先生

指定発言：「老年医学の立場からコメント」

東京都健康長寿医療センター呼吸器内科 山本寛先生

パネルディスカッション：一般社団法人全国がん患者団体連合会

桜井なおみ氏 天野慎介氏 松本陽子氏 櫻井公恵氏

総合討論に先駆け、山本先生より老年病専門医の立場から指定発言が行われた。介護が
必要になる原因が「がん」以外の疾病であることが多いが、高齢がん患者がどういう困
難を感じているか、患者本人や家族・介護者の視点から考えることが重要であるとした
上で、日本老年医学会で提案している「フレイル」という言葉と、がん治療における
「フレイル」との違いを解説。これからの高齢者がん治療戦略についても説明があった。

指定発言

総合討論

日本は超高齢化社会であるにも関わらず、老年医学の専門家ががん拠点病院にいるケース
は非常に少ないという現状について、がん治療に限らず他の疾病に関しても高齢者が「人
生を良いものにする」ために何をすべきかなどが討論された。
今後の課題については、高齢者機能評価のスクリーニングだけに終わらせずに、適切な治
療方針を決定できるような流れを作ることが大切であると山本先生、田村先生から説明が
あった。
最後に本日のまとめとして、田村先生より高齢がん患者の最適医療・これからの高齢者の
がん医療（医療と介護・福祉の連携）について話があり閉会となった。

※転載及び複製・再配布等厳禁
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２．プログラム
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「老年医学の立場からコメント」

東京都健康長寿医療センター呼吸器内科

山本寛先生
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総合討論 「本日のまとめ」
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企画・運営：キャンサー・ソリューションズ株式会社
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